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研究成果の概要（和文）：　本研究は、身近であるが日常的な生活リズムでは認識しにくい自然現象を、インターバル
撮影によって一次映像資料として記録し、二次映像資料として編集し、活用するまでの一連の手法の構築を目的とした
ものである。
　短時間スケールの現象として照葉樹極相林の林床における光環境の日変化や中時間スケールの現象として水落しによ
る溜池の水量の変化を「視覚化」するための現地撮影等を実施し、短時間及び中時間スケールの撮影手法はほぼ確立す
ることができた。さらに、これら現地撮影で得られた一次映像資料を展示用画像とするための編集手法を検討し、当該
自然現象の「知覚化」のための編集手法もある程度構築できた。

研究成果の概要（英文）：   This study aimed to establish the methods both of recording natural phenomena, 
which are familiar for us but are difficult to recognize in our ordinary life rhythm, as primary image sou
rces, and of editing and utilizing those primary image sources as secondary image sources.
   In order to visualize those natural phenomena, the diurnal variations in light conditions at forest flo
ors in climax warm-temperate evergreen broad-leaved forests as short time scale phenomena, the continuous 
quantitative changes in a water of an irrigation pond by a yearly drainage as middle time scale phenomena 
and so on were tried to record as primary image sources by using the interval-photograph technique. Furthe
r, those primary image sources were tried to edit for representing such natural phenomena are perceived.
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）博物館資料としてのデジタル画像 
 平成 20 年に改正された博物館法には博物
館が収集すべき資料として新たに「電磁的記
録」が追記され、これまで自然史系博物館の
主要な収集対象とされていなかった電磁的
記録も博物館活動の深化・発展に寄与する資
料であることが法的にも明示された。しかし、
自然史資料としてのデジタル画像データの
収集や活用を体系的かつ主要業務として実
施している博物館は非常に少ない。 
 
（２）収集すべきデジタル画像 
 潮の干満といった自然現象は知識として
は理解できるが、そのダイナミックな変化の
様子を実感しにくい現象である。我々の身近
には、そのような広く市民に伝えたいが日常
的な生活リズムでは認識しづらい自然現象
が存在する。そのような現象も、インターバ
ル撮影技術を援用すれば、デジタルデータと
して記録することが可能となる。そして得ら
れたデータを適切な編集手法によって数分
に圧縮すれば、そのような自然現象の可視化
さらには知覚化が可能となり、アトラクティ
ブかつ学術的な展示用資料として活用でき
ることが期待される。 
 このように、身近ではあるが記録すべき価
値を内包した自然現象を、近年急速に発展し
てきた汎用技術の援用により、博物館関係者
自らがデジタル画像データとして収集し、活
用することは、地域における自然史系博物館
の新たで重要なテーマである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 自然界には、植物の開花〜結実過程など、
我々の日常的な生活リズムでは認識できな
い現象が数多く存在する。それら現象の中に
は、広く市民に伝えたいものの、学術的価値
を喪失させることなくアトラクティブな資
料として博物館で展示する手法が確立され
ていないものが多数存在する。 
 本研究では、そのような自然現象を、博物
館関係者の手によってデジタル画像資料と
して収集し、研究に供することのできる新た
な学術資料としての価値を付加するととも
に展示に供することのできるアトラクティ
ブな画像として可視化さらには知覚化する
までの一連のプロセスに関わる手法を構築
する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、インターバル撮影によって、
身近であるが日常的な生活リズムでは認識
しづらい自然現象をデジタル画像データと
して記録し（一次映像資料化）、研究用ある

いは展示用に適切な手法で編集し（二次映像
資料化）、映像展示等として活用するまでの
一連の手法を構築する。 
 この際、画像として記録する自然現象を、
そのスピードから短時間スケール（数時間〜
数日）、中時間スケール（数十日〜数百日）
および長時間スケール（数年〜数十年）に区
分し、各時間スケールに共通あるいはスケー
ル毎の最適な撮影および編集手法を検討す
る。 
 さらに、得られた画像を展示用に編集する
に際し、市民の意見も取り入れ、順応的に撮
影〜編集手法の見直しを行う。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）一次映像資料化 
 短時間スケールの自然現象の適切な撮影手
法の構築に向け、以下に記した「森林」、「干
潟」、「草原」を撮影対象現場とし、インタ
ーバル撮影を実施した。 
 まず、一般に光の届かない暗い世界と思わ
れている極相林の林床にも僅かながら光が差
し込んでおり、それらの光を利用することで
林の次世代を担う実生や稚樹が生活できてい
るという森林科学の主要なテーマの視覚化を
めざし、宮崎県綾町と長崎県対馬市の照葉樹
極相林において「極相林の林床における光環
境の日変化」の現地撮影を実施した。 
 次に、潮の干満によって、干潟には異なっ
た微環境が周期的に出現し、それにより多様
な生物の生息環境が形成・維持されていると
いう干潟生態系の特性の視覚化をめざし、北
九州市曽根干潟において「干潟における潮の
干満」の現地撮影を実施した。 
 さらに、草本植物の開花から結実までの外
部形態の変化や植物の動きの視覚化をめざし、
研究代表者の勤務する博物館（以下、北九州
市立自歴博とする）に設置された二次草原に
おいて「草原性植物の開花〜結実」の撮影を
実施した。 
 一方、中時間スケールの自然現象の適切な
撮影手法の構築に向け、沈水性の多年生植物
であるガシャモクの国内唯一の自生池（溜池）
において実施されている「水落しという人為
による二次的自然の管理」の様子の現地撮影
を実施した。 
 これら現地撮影に際しては、異機種のデジ
タルカメラの使用および異なる設置方法の援
用により、どのような物理的・生物的環境条
件下では、どの機種を用いて、どのように機
材を設置すべきか等を検討し、短時間および
中時間スケールにおけるインターバル撮影手
法をほぼ構築することができた。 
 一方、ガシャモクの自生池では、水落し後
に再び水が満ちるまでの池の変化に加え、ガ
シャモクの成長や周辺の里山環境の季節・年
変化という長時間スケールの自然現象の記録
手法の構築に向けた現地撮影を継続中である。 



 
（２）二次映像資料化 
 上述した現地調査によって得られた一次
映像資料を、自然界の真の姿をアトラクティ
ブに鑑賞してもらえ、しかも学術的な正確性
を落とすことなく知覚化してもらうための
編集手法（二次映像資料化）の検討を実施し
た。 
 これによって、日常的な生活リズムでは認
識しづらい自然現象のうち、本研究期間中に
得られた短時間および中時間スケールの一
次映像資料を数分に圧縮し、視覚化するため
の編集手法は、ある程度、構築することがで
きた。  
 さらに、鑑賞者に自然現象の「知覚化」を
もたらすための編集手法、例えば、映像中に
文字解説（テロップ）を入れる方が良いか・
入れない方が良いか、入れるとしたらどの程
度の文字数が適切か、音声や BGM は必要か・
不必要か等の基礎的な検討課題から、クレシ
ョフ効果（連続した事象から無意識に何ら
かの意味・意義を見いだそうとする人間の
心の働き）を生じさせないような適切な編集
方法等を、現在も継続して検討している。 
 
（３）高速度撮影 
 本科研の中心課題であるインターバル撮
影に加え、当初の研究計画には挙げていなか
った「高速度撮影」の手法および研究用・展
示用の編集手法の開発を、研究分担者が中心
となって実施した。 
 この研究により、訪花昆虫の生態等に関す
る新たな知見が得られた。さらに、高速度撮
影で得られた一次映像資料を編集した（二次
映像資料化した）画像を、本科研の最終年度
に北九州市立自歴博の夏の特別展会場にお
いて、映像展示として放映した。当特別展入
館者が 12 万人超と盛況であり、混雑を避け
るため来館者へのアンケート調査は行えな
かったが、来館者の行動観察を実施し、満足
度や不満な点等がある程度抽出できた。これ
らの情報を基に、高速度撮影による視覚化お
よび知覚化のより効果的な手法を、継続して
検討している。 
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